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　３月６日、国際交流フェスタ２０１１が総

合福祉センターで開催されました。西尾

市国際交流協会が主催するこの催しは、

さまざまな国籍のかたが交流を深めるた

めに毎年行っているもの。今年はベトナ

ムを紹介するコーナーを設け、映像紹介やお菓子の試食を通じて異文化への

理解を深めました。そのほか、抹茶やお汁粉の接待で日本文化を体験したり、

外国人の子どもたちによる外国語のクイズやカラオケ大会、多言語絵本の読

み聞かせなどたくさんのイベントを楽しんだりしながら、多くの来場者が国

境を越えた交流を深めていました。

際交流フェス際交流フェスタタ２０１１を開２０１１を開催催

さまざまな国籍の人が楽しく交さまざまな国籍の人が楽しく交流流国

　３月４日、梶島・宮崎東海岸・吉田海岸と吉良町内に３か所

ある潮干狩り場所の先頭を切って、梶島での潮干狩りが解禁と

なりました。まだ寒い風が吹く中、県内外からこの日を待ちわ

びた約 １ ，２ ０ ０ 人の人たちが防寒具に身を包んで集まり、渡船場

は長蛇の列に。次々と島に渡ると、皆アサリをたくさん採ろう

と手カギを使ってせっせと岩場を堀り起こしていました。いつ

しかかごやバケツの中はアサリでいっぱい。皆、思い思いに潮

干狩りを楽しんでいました。

　潮干狩りは、６月上旬まで楽しめます。おいしい春の味覚を

求めて、潮干狩りに出掛けてみてはいかがでしょうか。

の味覚を楽しもの味覚を楽しもうう

梶島で潮干狩りが解梶島で潮干狩りが解禁禁春

豆町として最後の演奏豆町として最後の演奏会会

ふれあいコンサートを開ふれあいコンサートを開催催

　２月２０日、幡豆町としては最

後の開催となる「ふれあいコン

サート」が幡豆町ふれあいセン

ター（現・幡豆ふれあいセンタ

ー）で行われました。

とって心に残る曲に静かに聞き入っていました。アンコールでは、ピアノトリオ・ミュゼの伴奏により、

会場の全員で「幡豆音頭」が合唱され、思い出に残るコンサートとなりました。

　バイオリン、チェロ、ピアノで構成されるピアノトリオ・ミュゼ

が出演し、ショパンやシューマンなどの楽曲が美しく優雅な音色で

奏でられました。「ミュゼ」とはフランス語で美術館の意味。美術

館に出掛けてお気に入りの絵を鑑賞するように、聴衆はそれぞれに

幡



　幡豆町立図書幡豆町立図書館館

（現・幡豆図書館（現・幡豆図書館））

で本のリサイクで本のリサイクルル

市が行われました市が行われました。。

集められた一般集められた一般書書

や児童書、雑誌や児童書、雑誌なな

本のリサイクル市を開催２/２２ /２００

ど約ど約 ３３ ，５，５ ００ ００ 冊からお気に入りを見つけよ冊からお気に入りを見つけようう

とする人で会場はにぎわっていましたとする人で会場はにぎわっていました。。

一色町での潮干狩りをＰＲするため、　一色町での潮干狩りをＰＲするため、観観

光キャンペーンが行われました。潮位表光キャンペーンが行われました。潮位表、、

一色潮干狩り

観光キャンペーンを実施
３３ //８８

一色町や佐久島一色町や佐久島なな

どのパンフレッどのパンフレットト

を名鉄東岡崎駅を名鉄東岡崎駅でで

 １１ ，，００ ００ ００ 部、金山部、金山総総

合駅合駅でで ２２ ，０，０ ００ ００ 部配部配

布しました布しました。。

午後２　午後２時時４６４６分、国内観測史上最大とな分、国内観測史上最大となるる

ＭＭ ９９ ．．００を観測する地震が発生し、西尾市 を観測する地震が発生し、西尾市でで

は震度３を観測しましたは震度３を観測しました。。

東北地方太平洋沖地震発生３３ //１１１１

　４月１日開園４月１日開園のの

私立保育園「矢私立保育園「矢田田

つぼみ保育園」つぼみ保育園」のの

竣工式が行われ竣工式が行われまま

した。特色は県した。特色は県下下

でも珍しい木造でも珍しい木造のの

矢田つぼみ保育園竣工式３/１３ /１２２

園舎。花のつぼみのような子どもたちが園舎。花のつぼみのような子どもたちがここ

こで個性豊かに成長していくことでしょうこで個性豊かに成長していくことでしょう。。

この日、市内の各中　この日、市内の各中学学

校は卒業式。吉良中学校は卒業式。吉良中学校校

では「吉良中学校オヤでは「吉良中学校オヤジジ

の会」のの会」の会会員が「卒業員が「卒業祝祝

い餅」を卒業生に振るい餅」を卒業生に振る舞舞

いました。みんなで餅いました。みんなで餅をを

吉良中学校オヤジの会が

卒業生に祝い餅を振る舞う
３３ //８８

つき、晴れのつき、晴れの門門出を祝い出を祝い

ましたました。。

３３７７ 平平成成２２３３年年４４月月１１日日号号広広報報

　３月１日から７日の春の全国火

災予防運動に伴い、恵保育園の園

児による防火パレードが行われま

した。そろいのはっぴを着た園児

は、園から近隣のショッピングセ

ンターまでを行進。拍子木を打ち、

園周辺の道を歩きながら「火の用

心」と大きな声で歩行者などに呼

びかけていました。

着ぐるみ「住警器マン」に

よる寸劇を行いました。女

性職員と住警器マンとの掛

け合いを楽しみながら、音

もなく迫ってくる煙の怖さ

や住警器設置の必要性を、

園児やその保護者は学んで

いました。

気に防火を呼び掛気に防火を呼び掛けけ

春の全国火災予防運春の全国火災予防運動動元

　また、市消防本部は期間中に市内６園で防火講話も実施。

住宅用火災警報器の普及を図るため、消防職員が作製した

　３月１５日、一色東

部小学校で６年生の

児童とシルバー人材

センターの皆さんと

の交流会が行われま

した。

　１年前、当時５年

生だった児童たちが、

総合学習で人々の役

に立ちたいと考えて

いたときに、シルバ

ーの皆さんの活動を知り、学校で牛乳パックを集め、和紙

づくりに使ってほしいとプレゼント。その児童たちが卒業

を迎えるということでお礼と卒業のお祝いをかねて、シル

バーの皆さんから児童たちへ牛乳パックでつくった鉢に植

えられたパンジーが贈られました。

　和紙や色紙でカラフルに彩られた鉢に植えられたパンジ

ーを児童たちは笑顔で受け取り、お返しにお礼の言葉や感

謝の歌を披露。笑顔あふれる交流会となりました。

業のお祝いにパンジー業のお祝いにパンジーをを

児童とシルバーさんの交流児童とシルバーさんの交流会会卒

２／１６ ３／１５




